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笑顔とがんばりの町

広
報おの ま ち

１秒でも早く
９月19日に行われた第35回小野町小学校陸上
記録会。一人一人が自己ベストを目指し、全力
で走りました。（関連ページP10）
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敬老祝金贈呈者（75歳以上） 1,957人

75歳到達者賀寿贈呈者 160人

笑顔とがんばり長寿者敬愛条例賀寿
および敬祝金贈呈者（90歳到達者） 37人

内閣総理大臣賀寿贈呈者
（今年度100歳到達者） 4人

戦没者遺族会賀寿贈呈者
（100歳到達者） 1人

しあわせ金婚夫婦賀寿贈呈者 26組

３.敬老祝金贈呈者代表の根本ハル子さん（夏井）　４.75歳
到達者代表の郡司正雄さん（浮金）　５.90歳到達者代表の
芹澤ウタ子さん（中通）　６.100歳到達者代表の先﨑欣一
さん（夏井）　７.戦没者遺族会賀寿贈呈者代表の郡司イチ
さん（吉野辺）　８.しあわせ金婚夫婦賀寿贈呈者代表の西
牧宏さん・キミイさん夫妻（上羽出庭）
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野
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９
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、
多
目
的
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０
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司
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０
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。
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。
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と
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り
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後
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が
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れ
ま
し
た
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町
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９.小野新町小学校吹奏楽部の皆さん　10.小野町連合婦人会の皆さん　11.あじさいの会の皆さん
12.小野まち子さん　13.小野高校ボランティアの皆さん

　

式
典
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了
後
は
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小
野
新
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小

学
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敬
老
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の
開
催
に
あ
た
り
ご
協

力
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だ
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民
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生
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ラ
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ア
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余
興
出
演
者
な
ど
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
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１.敬老会の様子　２.高校生ボランティアに手を引
かれ、元気に歩く郡司イチさん。

８

１

７

６ ５ ４ ３

２
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低学年の部・水泳スポーツ少年団、
高学年の部・小野剣道スポーツ少年団優勝
スポーツ少年団交流事業
小野町スポーツ少年団水中運動会

　小野町スポーツ少年団本部主催の水中運動会が８月
18 日、海洋センタープールで開かれました。
　運動会には５団体 60 人の団員が参加し、水中ならで
はの競技を楽しみました。プールサイドには応援の保
護者などが駆け付け、大きな声援を送っていました。
　結果は次のとおりです。
■高学年の部
　優　勝　小野剣道スポーツ少年団
　準優勝　夏井大杉スポーツ少年団
　第３位　水泳スポーツ少年団

■低学年の部
　優　勝　水泳スポーツ少年団
　準優勝　飯豊剣道スポーツ少年団
　第３位　小野剣道スポーツ少年団

女子の部・矢吹長子さん（本町）第１位
男子の部・矢吹今朝男さん（荒町）第２位
福島県総合体育大会（グラウンド・ゴルフ大会）

　福島県総合体育大会（グラウンド・ゴルフ大会）が７月26
日、小野運動公園で開かれました。
　大会には県内から512人が参加し、女子の部で矢吹長子さ
ん（本町）が第１位に、男子の部では矢吹今朝男さん（荒町）
が第２位に輝きました。

左２番目から矢吹（長）さん、矢吹（今）さん、佐藤会長

家庭バレーボール競技で小野新町チームが第３位に輝く
第65回福島県総合体育大会県民スポーツ大会県中地域大会

　第65回福島県総合体育大会県民スポーツ大会県中地域
大会が８月26日、石川郡各地を会場に開かれました。
　各地区から予選を勝ち抜いた強豪チームと対戦し、熱
い戦いが繰り広げられました。
　町から参加したチームの結果は次のとおりです。
■壮年ソフトボール競技（会場：石川町民グラウンド）
　飯豊上ソフトボールクラブ…１回戦敗退
■バドミントン競技（会場：平田村勤労者体育センター）
　小野町…予選敗退
■家庭バレーボール競技（会場：石川町総合体育館）
　小野新町…第３位

家庭バレーボール競技第３位の小野新町チームの皆さん
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◆第１回戦（９月15日㊏）
　小野町　１‐０　楢葉町
◆第２回戦（９月30日㊐）
　小野町　０‐１　須賀川市

試合結果

小野町チーム　健闘を誓う
第６回市町村対抗福島県軟式野球大会小野町チーム激励会

　第６回市町村対抗福島県軟式野球大会
小野町チーム激励会が８月21日、うろこ
や分店で行われました。
　矢内教育長から吉田公彦監督へ町旗が
手渡され、町長から「町の代表として活躍
を期待しています」と激励の言葉があり
ました。
　また吉田監督が小野町チーム代表とし
て決意表明し、全力でプレーすることを
誓いました。
　出場選手は下表のとおりです。（敬称略）

位置 氏名
（数字に○は背番号）

監督兼選手 ㉚吉田　公彦

コーチ
㉘佐藤　　仁

㉙吉田　一夫

主　将 ⑩吉田　　淳

投　手

①宇佐美　弘

⑪渡邉　安友

⑱管野　祐二

⑳草野　竜二

㉒平山　明宏

位置 氏名
（数字に○は背番号）

捕　手

⑧庭田　　勉

⑫加藤　　翼

⑮鈴木　一志

内野手

④渡邊　寛文

⑥佐藤　暢隆

⑦大竹　　剛

⑭武藤　崇史

⑰渡辺　貴裕

⑲渡邊　裕之

位置 氏名
（数字に○は背番号）

内野手 ㉕井出　拓宏

外野手

②大和田　篤

③草野　政氏

⑤草野　拓哉

㉑遠藤　一幸

㉓鈴木　貴広

㉔吉田　勇一

㉖吉田　考範

　第17回東日本還暦軟式野球大会が８月
25日から27日まで群馬県太田市で開か
れ、県代表として出場したオール小野町
クラブがベスト８に輝きました。 
　１回戦の東金野球クラブ（千葉）、２回
戦の大泉還暦野球クラブ（群馬）に逆転で
勝ち上がり、準々決勝で上越ライフ（新
潟）に５- ７で惜敗しました。
　この大会には、東日本各都県の予選を
経て選ばれた32チーム850人が出場しま
した。

一生感動、一生青春
第17回東日本還暦軟式野球大会

＊本チームは、59歳以上で「生涯現役」、
　野球をこよなく愛する同志を歓迎してい
　ます。

オール小野町クラブの皆さん

小野町チームと関係者の皆さん
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委員16人に委嘱状を交付
第１回小野町公共交通活性化協議会

　小野町公共交通活性化協議会の委嘱状交付および第
１回小野町公共交通活性化協議会が８月29日に行われ、
町長から16人の委員に委嘱状が交付されました。
　第１回協議会では、会長に芥川一則委員（福島工業高
等専門学校教授）、副会長に大江賢一委員（副町長）が選
出されました。
　今後、委員の方々には公共交通の充実を図るため、
活発な協議を行っていただくことになります。
　委員は次の方々です。（敬称略）
■利用者代表
　森田　高夫 （小野町行政区長会会長〈平舘行政区長〉）
　中野　正喜 （小野町行政区長会副会長〈皮籠石行政区長〉）
　吉田　義貞 （小野町行政区長会副会長〈飯豊上行政区長〉）
　宗像　　敬 （小野町行政区長会副会長〈夏井行政区長〉）
　吉田　伸二 （小野町PTA連絡協議会長）
　村上　　久 （小野町老人クラブ連合会長）
■学識経験者
　兼平　　悟 （国土交通省東北運輸局福島運輸支局首席運輸企画専門官）
　本田　久幸 （福島県県中地方振興局県民環境部長）
　伏見　　智 （田村警察署小野分庁舎地域交通課長代理）

　太見　泰次 （東日本旅客鉄道株式会社仙台支局小野新町駅長）
　佐藤　正史 （福島交通株式会社郡山支社乗合営業課長）
　宇佐見　薫 （小野町観光タクシー株式会社営業所長）
　矢吹　正美 （東部自動車合資会社小野町営業所運行管理代務者）
　富瀬　政秀 （小野町商工会副会長）
　芥川　一則 （ 福 島 工 業 高 等 専 門 学 校 教 授 ）
　大江　賢一 （小野町副町長）

夏井一小金賞受賞・県大会出場決定
田村地区小学校音楽祭

　田村地区小学校音楽祭が８月29日、田村市文化セ
ンターで開かれました。
　町からは小野新町小学校と夏井第一小学校が合奏
の部に出場し、参加11校中金賞に選ばれた夏井第一
小学校が見事念願の県大会出場（上位２校）を果たし
ました。
　当日は、大勢の観客が見守る中、30人の特設部員
が心を一つに、落ち着いた様子で息の合った演奏を
会場いっぱいに響かせました。
　金賞を受賞した夏井第一小学校は、10月23日に福
島市音楽堂で開かれる県大会に田村地区代表として
出場します。
　県大会での皆さんのご活躍をお祈りします。

協議会の様子

県大会出場の報告に町長室を訪れた夏井第一小学校の熊田校長（右端）、
山本教諭（左から３番目）、根本麻那美さん（６年）（右から２番目）
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　吉野辺字早渡地区をメイン会場とし
た平成24年度小野町総合防災訓練が９
月２日に行われました。
　訓練には主体である消防団第5分団
（吉野辺・浮金）をはじめ、吉野辺・浮
金の各行政区自主防災会から約300人
が参加し、地震・台風による大雨・山
林火災などを想定した11の訓練が行わ
れました。
　参加者は各訓練を通し、いつ起こる
か分からない自然災害に対しての備え
や対応について学びました。
　また統監である町長から、自助・共
助・公助の精神の下、参加した方々が
真剣に取り組まれており大変良好で
あったとの講評がありました。
　訓練実施にあたり、ご協力いただい
た企業・団体の皆さんに紙上より厚く
お礼申し上げます。

身近にある災害に備えて
平成24年度小野町総合防災訓練

１. 自主防災会による初期消火訓練　２. 県警本
部バイク隊による被害状況調査訓練　３. 消防団
応急救護班による負傷者救護訓練　４. 陸上自衛
隊と地域住民による炊き出し訓練　５. 田村消防
署による土砂災害救助訓練

２

４

５

１３

団体の部・吉野辺行政区Aチーム優勝
第19回町民グラウンド・ゴルフ大会

　第19回町民グラウンド・ゴルフ大会が９月１
日、小野運動公園で開かれました。
　大会には29チーム総勢約260人が参加し、多目
的グラウンドと野球場に設けられた32ホールで
熱戦が繰り広げられました。
　成績は下表とおりです。（敬称略）

【団体の部】
順位 行政区 スコア

優　勝 吉野辺 A 246

準優勝 小戸神 A 250

第３位 小野山神A 262

【男子の部】
順位 氏名（行政区） スコア

優　勝 荻野　和美（雁股田） 33

準優勝 会田　宏一（吉野辺） 35

第３位 先崎　誠治（夏　井） 35

第４位 古川　富雄（飯豊中） 36

第５位 長久保秀男（谷津作） 36

第６位 亀岡　　栄（中　通） 38

第７位 郡司　照男（仲　町） 38

第８位 熊耳　利徳（仲　町） 38

第９位 大和田勇規（小戸神） 38

第 10 位 伊藤　　勲（谷津作） 39

【女子の部】
順位 氏名（行政区） スコア

優　勝 石戸マサエ（荒　町） 31

準優勝 根本　和美（吉野辺） 34

第３位 郡司　金子（小戸神） 37

第４位 吉田スイ子（和名田） 40

第５位 佐藤　サヨ（小野山神） 40

第６位 國分　ミツ（小野山神） 41

第７位 長久保重子（湯　沢） 41

第８位 国分キクノ（小戸神） 42

第９位 吉田ユキ子（反　町） 42

第 10 位 柴田八重子（谷津作） 43

団体の部優勝の吉野辺行政区Aチームの皆さん
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小野町チーム　力走を誓う
第24回ふくしま駅伝小野町チーム結団式

　第24回ふくしま駅伝小野町チーム結団式が９月３日
に行われ、選手が本番に向けての士気を高めました。
　式では、ふくしま駅伝小野町チーム本部長の町長か
ら役員・選手に委嘱状が交付され「一本のタスキを白
河から県庁に届ける名誉を胸に、選手全員が力を合
わせて頑張ってください」と激励の言葉がありました。

【役員】
役職名 氏名 職業・学生

監督 上遠野正明 会社員

ヘッドコーチ 中野　　浩 会社員

コーチ

舞木　富雄 自営業

常恒　直一 会社員

草野　重男 会社員

先﨑　理加 公務員

熊坂　正則 公務員

坂本　圭介 公務員

吉田　行良 会社員

宗方　保之 公務員

吉田　正宏 会社員

コーチ兼選手
吉田　　勤 公務員

清野　昭雄 公務員

トレーナー
石井　一彦 会社員

伊藤　政美 会社員

マネージャー 齋藤　善隆 会社員

【選手】
氏名 職業・学生

野中　　永 公務員

上遠野浩一 公務員

村上　啓尚 公務員

草野　恵太 専門学校

渡邊　和之 会社員

吉田　雅俊 公務員

大澤靖一郎
大学生

吉田　美咲

柏原　一貴

高校生

吉田　貴紀

宗像　　俊

吉田　悟志

星　　宇宙

遠藤　圭介

先崎　　優

新田　直己

　また町旗を託された上遠野正明監督が小野町チーム
代表として決意表明し、力走を誓いました。
　役員および選手は下表のとおりです。（敬称略）
　本大会は、11月18日（日）午前７時40分に白河総合運
動公園陸上競技場をスタートし、福島県庁までの16区
間96.5㌖で競われます。町民の皆さんの温かいご声援を
お願いします。

氏名 職業・学生

星　　龍晴 高校生

有村　将樹

中学生

吉田　将志

宗像　陽介

有村　雄飛

先﨑　洋樹

郡司　健吾

音部　広宣

渡邊　智江

上遠野澄枝

大井川　舞

藤井　雄大

長谷川勇太

＊ふくしま駅伝に参加してみたい
　方は、お問い合わせください。
　問町民体育館　☎ 72-2518
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　町内で生産された平成24年産米の安全性を確保するた
めの全量全袋検査施設「小野米調べるセンター」の稼働式
が９月19日、小野新町字宿ノ後地内で行われました。
　出荷する米や飯米・贈答米などの検査の際には、事前
予約が必要となります。
　センターの詳細は下記のとおりです。
■センターの所在地
　大字小野新町字宿ノ後124（旧福島県酪農業協同組合事務所）
　☎73-8905
■検査期間
　〈10月〉 無休
　〈11月〉 月曜日から土曜日まで（日曜、祝日は休み）
■米の受け入れ時間
　〈午前〉午前９時から午前11時30分まで
　〈午後〉午後１時から午後５時まで
■生産者優先持ち込み日
　〈10月〉水曜日（午後）、土・日曜日（１日）
　〈11月〉水曜日（午後）、土曜日（１日）
■検査予約先
　農林振興課　☎72-6935
　南部アグリ　☎72-2188

平成24年産米の全袋検査開始
小野米調べるセンター稼働式

上／検査する米を運ぶ町長。
右／検査機器。

町の玄関口をきれいに
こまちみどり愛護会　小野IC周辺環境整備

　あぶくま高原自動車道路小野インターチェンジ周辺の環
境整備が９月９日午前６時から行われました。
　これは、こまちみどり愛護会（阿部君江会長）を中心とし
たボランティアの方々による、小野インターチェンジを地
域全体の窓口としての維持管理と「笑顔になれる景観づく
り」「がんばりが生きる景観づくり」を次世代まで受け継ぐ
ことを目的に実施されている事業です。
　年に４回程度行われ、６月にはサルビア・マリーゴー
ルドを植栽し、８月と９月には除草作業、10月には次
年度に向けてチューリップ球根の植栽事業を行います。
　こまちみどり愛護会は平成15年度に発足し、毎年小
野インターチェンジ周辺の環境整備に取り組んできま
した。　この活動に役立ててほしいと、数年来にわた
り小野町ライオンズクラブ（吉田代吉会長）・本町行政
区から協賛金が贈られ、大切な活動資金となっていま
す。
　道路環境美化活動にご尽力いただいている、こまち
みどり愛護会の皆さん、趣旨にご賛同いただき、ご協
賛をいただいた小野町ライオンズクラブ、本町行政区
の皆さんに紙上より厚くお礼申し上げます。

１- ２. 作業の様子。３. ライオン
ズクラブの吉田会長（左）から協
賛金を受け取る阿部会長

１

２

３
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　第３回こまち湖健康ウォーク・マラソン大会が９
月16日、こまちダムをスタート・ゴールするウォー
ク３㌖・10㌖、マラソン３㌖・５㌖の特設コースで
繰り広げられました。
　スタート前には、小町夢太鼓による歓迎アトラク
ションが行われ、会場を盛り上げました。
　県内各地から151人が参加し、家族や友人らと一緒
にこまちダム周辺の自然を堪能しながら、それぞれ
のペースで歩を進めていました。
　競技終了後には、豚汁の無料配布や海洋クラブに
よるカヌー体験会が行われ、多くの参加者の方に楽
しんでいただきました。
　マラソンの成績は次のとおりです。（敬称略）

自然を堪能しながら
こまち湖健康ウォーク・マラソン大会

１．こまち湖をバックに一斉ス
タート　２．会場を盛り上げる小
町夢太鼓の皆さん　３．こまち湖
周辺の自然を堪能しながら歩く参
加者の皆さん

■高校・一般男子の部（５㌖）
　第１位　遠藤　圭介
　第２位　渡邊　和之
　第３位　吉田　悟志
■中学生男子の部（３㌖）
　第１位　長谷川勇太
　第２位　藤井　雄大
　第３位　郡司　健吾
■小学５・６年生男子の部（３㌖）
　第１位　久保田友騎
■小学５・６年生女子の部（３㌖）
　第１位　佐藤　　碧
　第２位　鈴木　菜心
　第３位　村上明日香

１

２ ３
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　第 35 回小野町小学校陸上記録会
が９月 19 日、小野運動公園多目的
グラウンドで開かれました。
　記録会では、町内の各小学校の５
年生、６年生が日頃の練習の成果を
存分に発揮し、記録更新を目指して、
一生懸命走ったり、跳んだりしてい
ました。
　会場には、家族や地域の方が訪れ、
大きな声援を送っていました。

記録更新を目指して
第35回小野町小学校陸上記録会

１．男子 100㍍走　２．女子４× 100㍍リ
レー　３．女子 80㍍ハードル

１

２３

受賞者の皆さん

　３歳児よい歯の表彰式が９月21
日、母子健康センターで行われま
した。
　表彰されたお子さんは平成24年
度前期（４・６・８月）に町の３歳
児健診を受けた37人中、むし歯が
なかった26人の皆さんです。
　一人一人、町長から表彰状と記
念品を元気に受け取り、表彰式終
了後は文化の館職員による「お話
し会」を楽しみました。
　受賞されたのは、次の皆さんで
す。（敬称略）

むし歯ゼロ　おめでとう
３歳児よい歯の表彰式

近野　大輔 （ 本 町 ）
折笠　　匠 （ 横 町 ）
村上　結那 （ 仲 町 ）
水野　巳大 （ 仲 町 ）
角田航士郎 （ 反 町 ）
田中　志乃 （ 大 八 ）
田原　美咲 （ 大 八 ）

印南　輝春 （ 中 通 ）
草野　理子 （ 平 舘 ）
矢吹　桃子 （ 平 舘 ）
先﨑　菜夏 （谷津作）
宗像　睦斗 （谷津作）
吉田　晴彦 （谷津作）
坂詰　優斗 （小野赤沼）

鈴木　彩葉 （皮籠石）
宗像　佑歩 （皮籠石）
村上　隼汰 （皮籠石）
西牧　晏那 （飯豊上）
大方　栄美 （飯豊上）
長窪　俊哉 （飯豊中）
宗像　紗誉 （飯豊下）

村上悠梨華 （小戸神）
先﨑　葵唯 （ 夏  井 ）
今泉　幸斗 （ 夏  井 ）
草野　里奈 （塩庭一区）
吉田　優斗 （上羽出庭）



11 ONOMACHI　Oct_2012

　放課後児童クラブ（学童保育）は、子ど
もたちが「ただいまあ～」と帰ってくる生
活の場所です。
　元気に登園すると、宿題を済ませて、自
分の好きな遊びを見つけ遊び始めます。異
年齢の友達と関わりを持ちながら、放課後
の時間を過ごしています。
　暑い夏でも元気いっぱいの子どもたち。
暑さに負けず遊び回る姿は、頼もしい限り
です。
　夏休みには、しゃぼん玉遊びや大好きな
水遊びを満喫しました。クラブでの夏休み
の体験は、子どもたちにとって楽しい夏休
みの思い出になるとともに、子ども同士
のつながりをいっそう深めてくれるようで
す。子どもたちの夏に蓄えた力が、秋になっ
てどのように発揮されるか楽しみです。

公立小野町地方綜合病院から
◎「地域医療体験セミナー」を開催しました

　医学部進学を希望する県中・県南地区の高校２年生を対
象とした「地域医療体験セミナー」が８月 21 日に当病院
で開かれ、43 人が参加しました。
　このセミナーは、ふくしま地域医療の担い手育成事業と
して福島県教育委員会が主催したもので、病院などの医療
機関において地域医療の現状について理解を深めるととも
に、医学に対する関心をなおいっそう高めることを目的に、
毎年開かれています。
　今年度は、透析室やレントゲン室などの院内の施設見学
を行ったほか、当病院の藤井企業長から「地域医療の現場
から」と題した講義が行われました。
　この体験セミナーを通して、進路の参考にしていただく
とともに、当病院を含め地域医療に貢献する人が増えるこ
とを願います。

放課後児童クラブから

　町では、東京電力福島第一原子力発電所の事
故を受け、昨年７月からNaI シンチレーショ
ン式放射能測定器を用いて食品などの放射能測
定を行ってきました。その結果、「広報おのまち」
でたびたびお知らせしてきたとおり、ごく一部
の品目を除いて安全が確認されています。しか
し今年４月から食品中の放射能基準が厳しくな
り、特に飲料水はさらに精密に測定する必要が
生じてきました。
　これを受け町では、より精密に放射性セシウ
ムを測定できるゲルマニウム半導体放射能測定
装置を導入し、11 月から稼働させることとし

▷ゲルマニウム半導体放
射能測定装置（鉛の遮蔽
体を開けたところ。重量
はおよそ 1.5㌧）

11 月・ゲルマニウム半導体
放射能測定装置が稼働

ました。測定品目は主に飲料水、乳児用食品など
とする予定ですが、受け付け方法などは別途行政
区回覧でお知らせします。なお従来の測定器もこ
れまで同様に受け付けますので、さらなる安心の
ためご利用ください。
■放射能測定に関するお問い合わせ
　町民生活課　☎ 72-6933

セミナーの様子
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Information

♥
　ふるさと・小野町の復興を支援したいと、町出身の陶
芸家・中村二夫さんから、８月に行われた「第１回全国や
きものフェア」の「小野町土焼き（町の土を使って作られた
作品）」の売り上げをご寄付いただきました。
　中村さんのお心遣いに感謝しますとともに、紙上より
お礼申し上げます。

　大玉村在住の語り部、後藤みづほさんによる「後藤みづほ
の語りを聴く会」が９月15日、郷土史料館の民家を舞台に行
われました。当日は子どもから大人まで約50人が訪れ、民
家の縁側で語られる昔懐かしい昔話の数々に、熱心に耳を
傾けていました。参加された皆さんは、後藤さんによるユー
モアや情緒あふれる語りの世界を堪能されたようでした。

町復興のために
陶芸家・中村二夫さんから寄付

震災から復旧！湯沢来迎寺地蔵堂完成

　東日本大震災により損傷し、建物の全面改修工事を行っていた「湯沢
来迎寺地蔵堂」が間もなく完成します。
　工事終了後は、文化の館で一時的に保管・展示していた県指定文化
財「木造地蔵菩薩半跏像」・ 町指定文化財「大日如来座像」も、新しくなっ
た地蔵堂に戻ります。（10月21日までふるさと文化の館で展示予定）
　また10月27日には、地元の方による完成記念式典と見学会・講演会
が予定されています。詳しくは、お問い合わせください。

△木造地蔵菩薩半跏像

◁大日如来座像

ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120

「後藤みづほの語りを聴く会
 ～むかしばなしの世界へ～」が開催されました

【町の文化財を知ろう～文化財保護強調週間～】
　11月１日から７日までは文化財保護強調週間です。文化財は
その地域の歴史や文化を伝え、先人から継承されてきた貴重な
財産です。
　小野町にも国・福島県・町が指定した26件の文化財がありま
す。この機会に身近な文化財を再度見つめ直してみませんか。
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〈会　　期〉11月９日㊎から11日㊐まで
〈開館時間〉9:00~17:00
　筆星会の方々による書道の作品展です。
皆さんおそろいでご来館ください。

　丘灯至夫記念館に新たに丘先生の胸像が設置される
ことになりました。11月３日には除幕式が行われ、皆
さんにご覧いただけるようになります。
　また記念事業として「丘灯至夫の詩

うた

をうたう会～あの
青
ゆ め

春をいつまでも…～」を開催します。
　丘先生の作品を皆さんでうたってみませんか。

■「丘灯至夫の詩
うた

をうたう会～あの青
ゆ め

春をいつまでも…～」
〈日時〉11月３日㊏
　　   12:15～昼食会
　　   13:15～うたう会
〈場所〉多目的研修集会施設・大ホール
入場券（1,000円）をお買い求めください。

問公民館　☎72-2125

設立40周年記念「筆星会展」開催

〈会　期〉10 月 20 日㊏～ 11 月４日㊐
〈休館日〉10 月 22 日㊊、29 日㊊、31 日㊌
〈入場料〉無料
　丘灯至夫記念館の胸像除幕を記念した美術展を
開催します。
　作詩家としてはもちろん、詩人・新聞記者・放
送作家など幅広い分野で活躍していた丘先生の姿

　11月から始まる「小野町美術展」への作品を募集し
ています。出品される方は、前期・後期とも申込締
め切り日までに出品票を文化の館までお持ちくださ
い。皆さんからの力作をお待ちしています。
【前期】
書道・きり絵・彫型画・七宝焼き・陶芸・ちぎり絵
〈申込締め切り日〉11月６日㊋
【後期】
絵画・押し花・彫刻・タペストリー・写真・シャド
ウボックス
〈申込締め切り日〉11月20日㊋
　詳しくはお問い合わせください。

小野町美術展作品募集中！

を、今まで公開していなかっ
た資料を中心にさまざまな
角度から紹介します。
　これまでとはまた違った
「丘灯至夫」の魅力に出会い
に来てみませんか。ぜひ皆
さんでご来館ください。

昨年の美術展の様子

♬丘灯至夫記念館胸像除幕記念特別展「詩人・丘灯至夫　～詩
うた

は永遠に…～」♬

　読書週間は「読書の力で平和な文化国家を創る」との趣旨で、
昭和22年に図書館や書店・マスコミなどが協力して始まりまし
た。
　66回目となる今年の標
語は「ホントノキズナ」。
秋の夜長にゆっくり本を
読んでみませんか。

「ホントノキズナ」
　10月 27日から11月９日までは読書週間

丘灯至夫顕彰事業

丘先生の「胸像除幕式」と「うたう会」
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当
該
事
業
で
整
備
し
た
浄
化
槽

　

使
用
者
は
、
小
野
町
浄
化
槽
整

　

備
推
進
事
業
奨
励
補
助
金
交
付

　

要
綱
に
基
づ
く
補
助
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
平
成
24
年
度
の
補
助
金
額
は

　

７
万
円
）

（4）
申
し
込
み
・
使
用
開
始
ま
で
の
流

れ
・
申
請
者
に
は
、
実
際
に
浄
化
槽

　

工
事
を
行
う「
浄
化
槽
指
定
工

　

事
店
」を
選
定
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

・
施
工
事
業
者
は
、
町
が
指
定
す

　

る「
浄
化
槽
設
置
指
定
工
事
店
」

　

に
限
り
ま
す
。

■
小
野
町
浄
化
槽
設
置
指
定
工
事
店

（
町
指
定
順
）（
平
成
24
年
10
月
１

日
現
在
）（
事
業
者
名
・
住
所
・
電

話
番
号
の
順
）

▽
㍿
大
和
田
工
務
店

　

大
字
小
野
新
町
字
中
通
１
３
０

　

☎
７
２
‐
３
２
４
３

▽
㍿
リ
フ
レ
ク
シ
ダ

　

大
字
小
野
新
町
字
中
通
１

　

☎
７
２
‐
３
１
４
１

▽
有限会社   
遠
藤
商
店

　

大
字
小
野
新
町
字
宿
ノ
後
16
‐
４

　

☎
７
２
‐
２
３
１
６

▽
有限会社   
協
栄
産
業

　

大
字
谷
津
作
字
名
馬
56
‐
１

　

☎
７
２
‐
２
５
１
２

▽
㍿
ム
ナ
カ
タ
総
業

　

大
字
夏
井
字
午
天
王
１
‐
２

　

☎
７
２
‐
２
３
２
６

▽
㍿
さ
い
と
う

　

大
字
夏
井
字
浮
内
33
‐
１ 

　

☎
７
２
‐
２
８
４
０

・
設
置
に
関
す
る
諸
手
続
き
は

「
浄
化
槽
設
置
指
定
工
事
店
」が

代
理
で
き
ま
す
。

・「
浄
化
槽
工
事
分
担
金
」を
納
入

い
た
だ
き
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
の
お
知
ら
せ

住
宅
・
併
用
住
宅
の
浄
化
槽

（
市
町
村
設
置
型
）
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・
排
水
設
備
工
事（
居
宅
か
ら
浄

　

化
槽
ま
で
の
配
管
設
備
な
ど
）

　

は
、
申
請
者
に
お
い
て
浄
化
槽

　

本
体
工
事
完
了
前
ま
で
に
施
工

　

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
工
事
お
よ
び
排
水

　

設
備
工
事
の
竣
工
検
査
完
了
後

　

に
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

（5）
使
用
開
始
後
の
管
理

・
申
請
者（
使
用
者
）は「
浄
化
槽

使
用
料
」を
納
入
し
ま
す
。

・
町
が
浄
化
槽
の
管
理
を
行
い
ま

す
。

・
浄
化
槽
管
理
者（
町
）が
行
う　

維
持
管
理
は
次
の
項
目
で
す
。

　
【
10
人
槽
以
下
の
例
】

　

ａ
．
法
令
に
基
づ
く
保
守
点
検

　
　
　

…
年
４
回（
浄
化
槽
法
第

　
　
　

８
条
）

　
ｂ
．
法
令
に
基
づ
く
清
掃（
汚
泥
抜

　
　
　

取
り
）…
年
１
回（
浄
化
槽

　
　
　

法
第
９
条
）

　

ｃ
．
法
令
に
基
づ
く
検
査
…
年

　
　
　

１
回（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

ｄ
．
使
用
者
に
責
任
の
な
い
修
繕

　
　
　
（
故
意
も
し
く
は
過
失
に

　
　
　

よ
る
修
繕
は
使
用
者
の
負

　
　
　

担
と
な
り
ま
す
）

・
浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア（
送
風
機
）の

浄化槽設置工事イメージ

枡 枡枡枡

合併処理浄化槽配管

個人施工

流入口

排水路

町施工

排出口

放流管

　

電
気
料
、
清
掃
に
伴
う
水
道
料

金
な
ど
は
使
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

（1）
対
象
浄
化
槽

・
店
舗
等
併
用
住
宅
の
居
住
部
分

　

が
全
体
の
２
分
の
１
未
満
の
場

　

合
で
11
人
槽
以
上
の
浄
化
槽
。

・
事
業
所
、
店
舗
等
事
業
を
営
む

　

た
め
の
建
物
に
接
続
す
る
合
併

　

処
理
浄
化
槽
。（
事
業
用
住
宅

　

を
含
む
）

・
50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る

　

こ
と
。

（2）
工
事
実
施

・
工
事
施
工
に
関
し
て
は
、
す
べ

　

て
申
請
者
に
行
っ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
は
、
建

　

築
基
準
法
も
し
く
は
浄
化
槽
法

　

に
定
め
る
浄
化
槽
整
備
の
資
格

　

を
有
す
る
事
業
者
で
な
け
れ
ば

　

実
施
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
所
・
店
舗
な
ど
の
浄
化
槽

（
個
人
設
置
型
）

（3）
設
置
補
助
金

・
小
野
町
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　

整
備
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の

　

規
定
に
基
づ
き
、
事
業
完
了
後
、

　

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
金
額
を

　

補
助
し
ま
す
。

▽
５
人
槽
＝
３
３
２
千
円

▽
７
人
槽
＝
４
１
４
千
円

▽
10
人
槽
＝
５
４
８
千
円

▽
11
人
槽
以
上
＝

　
　
　

別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
事
業
開
始
前
に
町
に
申
請

し
、
決
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（4）
管
理
経
費

・
維
持
管
理
経
費
は
、
設
置
者
の

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

・
設
置
、
使
用
開
始
後
は
、
浄
化

槽
法
の
定
め
に
よ
る
管
理
点

検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
設
置

者
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ
く
管

理
を
怠
っ
た
場
合
は
、
過
料
が

課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２-

６
９
３
６

FAX
７
２-

３
１
２
１



16ONOMACHI　Oct_2012

　

浮
金
つ
つ
じ
児
童
園
で
は
、
９

月
12
日
に
祖
父
母
参
観
を
行
い
、

い
つ
も
園
児
た
ち
を
優
し
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
児
童
園
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
由
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を

観
て
い
た
だ
い
た
後
、
園
児
が
歌

の
発
表
を
し
、
さ
ら
に
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
手
遊
び
や
ダ
ン
ス
を
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
お

孫
さ
ん
の
手
を
取
り
、
楽
し
く

踊
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
園
児

た
ち
も
い
つ
も
よ
り
張
り
切
っ
て

動
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

体
を
動
か
し
た
後
は
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
作
り
を
し
ま
し
た
。
園
児

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
一
人
一
人
透
明
の
プ
ラ
板
に

好
き
な
絵
を
描
き
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
き
ま
し
た
。
焼

く
と
小
さ
く
な
る
プ
ラ
板
の
仕
上

が
り
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
待
ち

ま
し
た
。
ど
れ
も
世
界
に
一
つ
だ

け
の
個
性
が
光
る
素
晴
ら
し
い

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

児
童
園
で
は
、
自
宅
と
は
違
っ

た
お
孫
さ
ん
の
様
子
も
見
ら
れ
た

よ
う
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
園
児
の
姿
を
目
を
細

め
て
観
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参

観
日
は
園
児
と
祖
父
母
の
交
流
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
孫
さ
ん
の

話
や
世
間
話
を
し
な
が
ら
、
祖
父

母
間
の
交
流
も
深
ま
っ
た
一
日

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

浮金つつじ児童園

祖父母参観

上／世界に一つだけのキーホル
ダー作り。右／おじいちゃん、
おばあちゃんと一緒に手遊び。

　

会
社
人
生
の
終
盤
、
第
二
の
人
生
行

路
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
思
案
し
た
あ

る
日「
退
職
後
の
10
年
間
は
、
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
趣
味
中
心
の
生
活
を
す

る
」と
家
内
に
話
し
た
言
葉
か
ら
①
従

前
の
縦
社
会
を
卒
業
し
、
横
社
会
を
勉

強
す
る
②
地
元
に
根
付
い
た
生
活
を
す

る
③
新
し
い
趣
味
に
挑
戦
す
る
…
と
、

そ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

　

以
後
、
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
・
地
元

の
町
内
会
・
老
人
会
・
行
政
と
の
対

話
・
年
金
受
給
者
の
会
・
地
元
神
社
氏

子
会
な
ど
な
ど
に
名
を
連
ね
て
、
写

真
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
登
山
・
旅
行
・
ス

ポ
ー
ツ
・
絵
画
鑑
賞
・
演
劇
鑑
賞
・
映

像
編
集
・
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
活
動
を

行
う
な
ど
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
の
生
活
を

元
気
に
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
、
長
い
会
社
で
培
っ
た
技
術
・

手
法
・
手
段
を
駆
使
し
た
部
会
活
動
で

は
、
多
く
の
方
々
の
信
頼
を
得
る
場
面

が
多
々
あ
り
、
幹
事
役
・
事
務
局
・
会

計
な
ど
裏
方
の
仕
事
も
増
え
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

絵
画
鑑
賞
で
は
、
東
京
近
辺
で
開
催

さ
れ
た
、ゴ
ッ
ホ
展
・
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館
展
・
ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
館

展
・
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
展
な

ど
に
足
を
運
び
、
世
界
の
一
流
絵
画
を

鑑
賞
し
て
、
教
科
書
や
美
術
書
で
学
ん

だ
豆
知
識
を
想
い
出
す
と
と
も
に
、
人

生
行
路
の
終
盤
に
は
必
ず
訪
れ
る
静
か

な
生
活
へ
の
対
応
も
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
で
は
、
作
曲
家

・
故
市
川
昭
介（
福
島
県
郡
山
市
出
身
）

の
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
元
プ
ロ
歌
手

に
、
多
く
の
場
面
で
同
席
し
な
が
ら
長

年
学
び
、
今
も
有
意
義
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
は
、
藤
沢
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る「
年
金
受
給
者

の
会
仲
間
と
の
発
表
会（
第
11
回
）」で

舞
台
か
ら
熱
唱
し
、
健
康
第
一
の
日
常

生
活
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
家
族
・

恩
師
・
友
人
・
知
人
に「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」の
念
を
届
け
て
お
り
ま

す
。

第
二
の
人
生
行
路

横
田　

由
雄

（
湯
沢
出
身
／
神
奈
川
支
部
）

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信



information

災
害
が
れ
き
の
搬
入
は

お
早
め
に
！

-

受
け
入
れ
は
11
月
15
日
ま
で-

　

町
が
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

災
害
が
れ
き
の
集
積
場
へ
の
搬
入

は
、
11
月
15
日
で
終
了
し
ま
す
。

搬
入
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
災
害
が
れ
き
搬
入
に
つ
い
て

■
搬
入
で
き
る
も
の

　

瓦
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
類

■
集
積
場
所

　

旧
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

　

跡
地

■
申
し
込
み
方
法

　

搬
入
日
の
前
に
町
民
生
活
課
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
搬
入
で
き
る
日
と
搬
入
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

　

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
‐
６
９
３
３

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

-

予
算
枠
を
拡
大
し
ま
し
た-

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

観
点
か
ら
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
申
請
件
数
が
当
初

の
見
込
み
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、予
算
枠
を
拡
大
し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム

・
住
宅
の
屋
根
な
ど
へ
の
設
置
に

　

適
し
た
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

を
電
気
に
変
換
し
低
圧
ま
た
は

　

高
圧
の
配
電
線
と
逆
潮
流
有
で

　

連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
電
力

　

会
社
と
電
力
需
要
契
約
を
締
結

　

す
る
も
の

・
未
使
用
の
も
の（
中
古
品
は
対

　

象
外
）

■
補
助
対
象
と
な
る
方

・
自
ら
居
住
す
る
ま
た
は
居
住
し

　

よ
う
と
す
る
町
内
の
住
宅
に
太

　

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

　

る
方
、
町
内
の
事
業
所
な
ど
に

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

す
る
事
業
者

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
申
請
者
と
生
計
を
同
一
に
す

る
方
を
含
み
ま
す
）

・
以
前
、
同
一
の
種
類
の
機
器
に

　

対
す
る
町
の
補
助
金
そ
の
他
こ

　

れ
に
類
す
る
も
の
の
交
付
を
受

　

け
て
い
な
い
方

■
補
助
金
の
額

・
１
㌗
当
た
り
２
万
円
（
個
人
は

最
大
４
㌗
８
万
円
、
事
業
所
は

最
大
５
㌗
10
万
円
ま
で
、
端
数

に
つ
い
て
は
、
千
円
未
満
切
り

捨
て
ま
す
）

※
そ
の
ほ
か
、
国
、
県
の
制
度
が

　

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
別
途
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
28
日
㊎
ま
で

■
注
意
事
項

・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
、
太
陽

　

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
に

　

着
手
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申

　

請
日
に
は
、
工
事
未
着
工
で
あ

　

る
こ
と
が
条
件
で
す
）

・
平
成
25
年
３
月
10
日
ま
で
に
実

　

績
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。（
平
成
25
年
３
月
10

　

日
ま
で
に
事
業
を
終
了
す
る
こ

　

と
が
条
件
で
す
）

・
す
で
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
し
た
方
は
、
補
助
金
の

　

交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
申
請
は
先
着
順
と
な
り

　

ま
す
。
予
算
の
範
囲
内
で
の
受

　

け
付
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
予

　

定
額
に
達
し
た
場
合
は
終
了
し

　

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

企
画
商
工
課

☎
７
２
‐
６
９
３
８

℻  
７
１
‐
１
０
３
７

農
繁
期
に
お
け
る
火
災
予
防

　

秋
の
農
繁
期
を
迎
え
、
農
作
業

の
た
め
家
を
留
守
に
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
留
守
宅
か

ら
の
出
火
防
止
を
図
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
前
に
は
、
コ
ン
ロ
な
ど
火
の

　

元
の
確
認
を
す
る
。

・
電
気
コ
ー
ド
は
、
重
い
も
の
を
載

　

せ
た
り
、束
ね
た
ま
ま
使
用
せ
ず
、

　

使
用
し
て
い
な
い
電
気
コ
ー
ド　

　

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

・
家
を
留
守
に
す
る
場
合
は
、
き
ち

　

ん
と
施
錠
を
し
、
建
物
の
周
囲
に

　

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

ガ
ス
機
器
に
よ
る

火
災
・
事
故
の
防
止

　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
取
り
扱
い

を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
な
ど
の
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
、
火
災
や

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
正
し
い
取
り
付
け
】

・
見
え
な
い
部
分
の
木
材
が
炭
化
し
、

発
火
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
柱
や

壁
な
ど
か
ら
間
隔
を
取
っ
て
使
用

す
る
。

・
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
の
接
続
部
分

や
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
な

ど
が
な
い
か
点
検
す
る
。

【
正
し
い
取
り
扱
い
】

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
は
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
と

き
は
短
時
間
で
も
必
ず
火
を
消
す
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
・
整

頓
を
心
掛
け
、
燃
え
や
す
い
物
は

置
か
な
い
。

【
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

中
毒
の
防
止
】

・
煮
こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
ガ
ス
バ
ー

　

ナ
ー
の
目
詰
ま
り
な
ど
を
防
ぐ
た

　

め
、
定
期
的
に
清
掃
す
る
。

・
ガ
ス
機
器
を
長
時
間
使
用
す
る
と

　

き
は
、
換
気
扇
を
回
す
、
窓
を
開

　

け
る
な
ど
換
気
を
行
う
。

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

くらしの情報
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標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）

擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

「
標
準
営
業
約
款
制
度
（
Ｓ

マ
ー
ク
）」
を
ご
存
知
で
す
か

-

11
月
は
Ｓ
マ
ー
ク
標
準
営
業

約
款
の
普
及
登
録
促
進
月
間-

Ｓマーク

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

-

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
審
査-

　

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な

ど
の
犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
犯
人

を
処
罰
す
る
に
は
、
検
察
官
が
犯

人
を
刑
事
裁
判
に
か
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

犯
人
を
刑
事
裁
判
に
か
け
る
か

ど
う
か
の
判
断
は
、
検
察
官
に
任

さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
察
官
が
刑

事
裁
判
に
か
け
て
も
犯
人
を
有
罪

に
す
る
だ
け
の
証
拠
が
な
い
と

か
、
証
拠
は
十
分
で
も
あ
え
て
処

罰
を
求
め
な
い
な
ど
と
考
え
れ

ば
、
犯
人
を
刑
事
裁
判
に
か
け
な

い
処
分（
不
起
訴
処
分
）を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

万
一
検
察
官
が
判
断
を
誤
り
、

間
違
っ
て
不
起
訴
処
分
に
し
た
場

合
は
、
処
罰
さ
れ
る
べ
き
犯
人
が

処
罰
さ
れ
な
い
た
め
、
被
害
者
が

納
得
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
起

こ
り
得
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
こ
の
検
察
官

の
判
断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
国
民
の
中
か
ら「
ク
ジ
」で
選
ば

れ
た
人
々
が
判
断
し
、
こ
れ
を
検

察
官
の
仕
事
に
反
映
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

も
し
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
時

は
、
改
め
て
検
察
審
査
会
で
審
査

を
し
て
、
そ
の
結
果
再
度「
起
訴

す
べ
き
」の
議
決
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
検
察
官
の
判
断
に
か
か
わ

ら
ず
起
訴
の
手
続
き
が
取
ら
れ
ま

す
。

　

検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、
申

し
立
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
４-

９
３
２-

５
６
５
６

高
齢
者
の
再
就
職
を

支
援
し
ま
す

-

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会-

　

福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
で
は
、
国
の
委
託
で

高
齢
者
の
再
就
職
活
動
を
支
援
す

る
、
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
55
歳
以
上
の
求
職
者

を
対
象
に
、
技
能
講
習
や
職
場
体

験
を
行
い
、
雇
用
就
業
機
会
の
確

保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
・
経

験
を
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

-

11
月
９
日
〜
11
月
15
日-

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
放
火
対
策
と
し
て
、
家
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
大
切
な
生
命
を

守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
器
具
の
点
検
・

清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
「
消
す
ま
で
は

　
　
　
　

出
な
い
行
か
な
い

 

離
れ
な
い
」

問
郡
山
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

　

な
お
、
こ
の
事
業
の
受
講
料
は

す
べ
て
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

☎
０
２
４-

５
２
１-

６
０
８
１

FAX
０
２
４-

５
２
１-

６
０
８
６

11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

　

火
災
や
急
病
、
け
が
な
ど
が
目

の
前
で
発
生
し
た
場
合
は
、
誰
で

も
気
が
動
転
し
興
奮
し
た
状
態
に

な
り
が
ち
で
す
の
で
、
落
ち
着
い

て
１
１
９
番
通
報
を
で
き
る
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
】

・
通
報
は
、
電
話
の
種
類（
一
般･

携

帯･

Ⅰ
Ｐ
）を
問
わ
ず
、
局
番
な

し
の「
１
１
９
」で
す
。

・
電
話
番
号
・
住
所
・
目
標
物
・
氏

名
な
ど
、
正
確
に
は
っ
き
り
と

伝
え
る
。

【
携
帯
電
話
で
の
通
報
は
】

・
運
転
中
は
、
安
全
な
場
所
に
停
車

し
て
か
ら
通
報
す
る
。

・
通
報
後
に
、
再
度
確
認
の
た
め
消

防
本
部
か
ら
電
話
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
の

電
源
は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
１
１
９
番
は
災
害
受
け
付

け
専
用
番
号
で
す
の
で
、
災
害
・

救
急
病
院
な
ど
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
郡
山
地
方
広
域
消
防

組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
い
た

だ
く
か
、 

消
防
用
案
内
電
話（
☎

０
２
４-

９
３
３-

４
０
０
０
）に

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
消
防
本
部
通
信
指
令
課

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
４

くらしの情報

●納め忘れのないように、ご確認ください。
●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期 町県民税（３期）
国民健康保険税（４期）
後期高齢者医療保険料（３期）10月31日㊌納期限
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information

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
の
有
効
期
限

-

交
通
事
故
か
ら
あ
な
た
の
未

来
を
守
る
自
賠
責
保
険
・
共
済

制
度-

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
成
23
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

69
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
85
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部

分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動

車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り（
自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
）、
基
本
的
に
す
べ
て
の

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度

で
あ
り
、
被
害
者
の
保
護
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
よ
り
い
っ
そ
う
自

休日当番医

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは、「福島県総合医療情報システム」をご
　覧ください。

（毎日、19:00 ～翌 8:00）
プッシュ回線・携帯電話からは#8000
アナログ回線からは☎ 024-521-3709
詳しくは「子どもの救急について」をご覧く
ださい。

こども救急電話相談

11 月
３日㊏　総合南東北病院附属滝根診療所（田村市滝根町）
　　　　　☎ 78-2442
４日㊐　さとう耳鼻咽喉科クリニック（田村市船引町）
　　　　　☎ 81-1333
11 日㊐　石川医院（三春町）
　　　　　☎ 62-2630
18 日㊐　白岩医院（田村市常葉町）
　　　　　☎ 77-2036
23 日㊎　島貫整形外科（小野町）
　　　　　☎ 72-2722
25 日㊐　船引クリニック（田村市船引町）
　　　　　☎ 82-0137

10 月
14 日㊐　矢吹医院（三春町）
　　　　　☎ 62-3015
21 日㊐　のざわ内科クリニック（三春町）
　　　　　☎ 61-1500
28 日㊐　まつざき内科胃腸科クリニック（田村市常葉町）
　　　　　☎ 77-2870

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一

般
飲
食
店
」で
は
、店
頭
に
Ｓ
マ
ー

ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安

心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
財
団
法
人
福
島
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４-

５
２
５-

４
０
８
５

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月

１
日
か
ら
、
時
間
額
６
５
８
円
を

６
円
引
き
上
げ
て
６
６
４
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

同
日
以
降
は
、
最
低
賃
金
法
の

規
定
に
よ
り
、
改
正
後
の
最
低
賃

金
額
未
満
で
労
働
者
を
雇
用
し
て

は
な
ら
ず
、
同
額
未
満
の
賃
金
で

雇
用
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
契
約
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

意
識
し
て
ま
す
か
？
最
低
賃
金

賠
責
制
度
の
役
割
・
重
要
性
や
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の
仕

組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

※
特
に
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０

cc
以
下
の
バ
イ
ク（
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）は
有
効

期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト﹇http://www.jibai.jp

﹈

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運

輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
３

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
６
０
４

検索福島県　こどもの救急 索

福島県総合医療情報システム 検索索

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医
療情報システム」をご覧い
ただけます。

行
政
書
士
に
よ
る

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　

行
政
書
士
が
相
続
や
遺
言
、
離

婚
、
成
年
後
見
、
会
社
設
立
、
許

認
可
申
請
な
ど
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご

と
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時

▽
11
月
10
日
㊏

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▽
11
月
11
日
㊐

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所

　

町
民
体
育
館（
２
０
１
２
小
町

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
会
場
）
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町で実施している自家消費農作物等の放射性物質簡易分析結果をお知らせします。

自家消費農作物等の放射性物質簡易測定結果 問町民生活課　☎72-6933

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果
８ 0 ― ―

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

８ 43

エダマメ、カボチャ、キュウリ、玄米、米、ゴー
ヤ、サヤインゲン、シイタケ、シソ、ジャガイモ、
スイカ、タマネギ、トウモロコシ、トマト、ナス、
ピーマン、ミョウガ、モロヘイヤ、ブルーベ
リー、井戸水、水

※食品以外の検体については、結果に含まれていません。

バッジ式積算線量測定結果 問健康福祉課　☎72-6934

　バッジ式積算線量測定を９月10日・11日に
行いました。
　着用後12カ月間で積算された線量および積
算線量から推計する今後１年間の予想被ばく
線量は、下表のとおりです。
　なお、この結果は全員健康に影響が及ぶ値
ではありませんでした。
　また測定結果には日本人が年間平均受ける
自然放射線量0.67ミリシーベルトを含んでい
ます。（文部科学省資料より）
　次回の測定は次のとおり行います。
【各小中学校、幼児教育施設】
■回収日　12月10日㊊
※回収から２日後までに返却します。

測定結果
（単位：㍉ シーベルト）

区分 計測数
期間 12 カ月の積算値

（※１）
今後１年間推計線量
（※２、３）

最低値 最高値 平均 最低値 最高値 平均

小 学 生 435 0.17 1.25 0.88 0.60 1.20 0.86

中 学 生 86 0.63 1.16 0.87 0.61 1.12 0.83

幼児施設児童 147 0.11 1.27 0.90 0.59 1.22 0.89

一般乳幼児 52 0.12 1.23 0.76 0.45 1.21 0.86

高 校 生 10 0.67 1.03 0.84 0.65 1.00 0.82

合 計 730 0.11 1.27 0.87 0.45 1.22 0.85

【乳幼児・高校生】
■測定日　12月10日㊊・11日㊋
■時　間　15:00~18:30
■会　場　母子健康センター
※おのまち健康カレンダーにも日程が掲載さ
れていますのでご確認ください。

【お願い】
　この春高校を卒業した方のバッジを回収し
ています。まだ返却していない方は、健康福
祉課まで返却してください。継続して使用を
希望する方は健康福祉課までお問い合わせく
ださい。

※１＝着用期間 12 カ月未満の積算
値も含む結果。
※２＝今後１年間の推計線量は、これ
までの積算線量から１日当たりの線
量を計算し、その値を 365 倍したもの。
※３＝日本人は年平均 0.67㍉ シーベ
ルト（大地から 0.38㍉ シーベルト、
宇宙線から 0.29㍉ シーベルト）の自
然放射線を受けていると言われてい
ます。（文部科学省資料）左記結果
には、それら自然放射線量を含む値
になります。
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information

月　日 行　　　事 時間 場所
10/16 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

17 ㊌ 離乳食教室
窓口延長日

受付 10:00~10:15
8:30~19:15

母子健康センター
役場

18 ㊍ 精神保健デイケア
小・中学校音楽祭

10:00~14:00 多目的研修集会施設
多目的研修集会施設

19 ㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設
20 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

21 ㊐ 窓口開庁日
小野町消防団秋季検閲式

8:30~17:15 役場
多目的グラウンド

22 ㊊

23 ㊋ あそびの広場
２歳児歯科教室

9:30~11:30
受付 13:00~13:30

子育て支援センター
母子健康センター

24 ㊌ 窓口延長日 8:30~19:15 役場
25 ㊍
26 ㊎
27 ㊏ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター
28 ㊐ 献血 12:00~17:00 おのタウン・コムコム
29 ㊊
30 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

31 ㊌
休館日
育児教室
窓口延長日

受付 10:00~10:15
8:30~19:15

ふるさと文化の館
母子健康センター
役場

11/  1 ㊍ ●ふくしま教育の日
健康相談日 9:00~17:00 母子健康センター

2㊎

3㊏ ●文化の日
丘灯至夫の詩をうたう会 13:15~15:15 多目的研修集会施設

4㊐
5㊊ ヘルスアップ運動教室 13:30~15:30 多目的研修集会施設
6㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

7㊌ 献血
窓口延長日

10:00~16:00
8:30~19:15

町内３事業所
役場

8㊍ こころの相談室
人権相談日

10:00~12:00
10:00~15:00

母子健康センター
母子健康センター

9㊎ ●秋の全国火災予防運動（~15 日まで）

10 ㊏
献血
小町ふれあいフェスタ
あそびの広場

9:00~16:00
9:30~11:30

小町ふれあいフェスタ会場
小野運動公園
子育て支援センター

11 ㊐ 小町ふれあいフェスタ 9:00~15:00 小野運動公園
12 ㊊
13 ㊋ あそびの広場 9:30~11:30 子育て支援センター

14 ㊌ ３カ月児健診
窓口延長日

受付 13:00~13:30
8:30~19:15

母子健康センター
役場

15 ㊍ おやつ教室 受付 10:00~10:15 母子健康センター

行事カレンダー
Calendar 　平成25年の成人式を来年１月に開催します。

　成人式は、成人として社会に認められ、
社会人としての権利と責任を自覚するた
めの大切な「二

は た ち

十歳」の式です。ぜひご出
席ください。
　お申し込みは、10月の行政区回覧で取
りまとめをしていますが、公民館でも受
け付けていますので、電話でご連絡くだ
さい。
■日　時　平成25年１月13日㊐10:30～
■会　場　多目的研修集会施設・大ホール
■該当者　平成４年４月２日～
 平成５年４月１日生まれの方
※就職や学校の関係で、小野町以外に住
所がある方も出席できます。
■申し込み
　公民館　☎72-2125

平成 24 年成人式の様子

平成 25 年
小野町成人式のお知らせ

　おやつ教室は、おやつ作りを通して、
食べる楽しさや食の大切さを親子や家
族で一緒に楽しむ親子交流の教室です。
　今までは教室会場を保健福祉セン
ターで実施してきましたが、11月から
は母子健康センターに変更になります。
変更になる日程は次のとおりです。
■日にち
　11月15日㊍、１月10日㊍、３月14日㊍
■時　間
　受付10:00~10:15／実施10:15~12:00
■会　場　母子健康センター

おやつ教室の
会場が変わります
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国民年金
コーナー

国民年金には障害
基礎年金と遺族基
礎年金があります

　

国
民
年
金
で
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障

害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
て
、
国
民
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
く
れ
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
が
い
の
原

因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
の
初
診
日

が
、
国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に
あ
る
方

が
、
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額

は
、
障
が
い
の
程
度
が
一
級
の
と
き

が
98
万
３
，
１
０
０
円（
平
成
24
年
度

価
格
・
年
額
・
以
下
同
じ
）、
そ
れ

よ
り
軽
い
二
級
の
と
き
が
78
万
６
，

５
０
０
円
で
す
。
ま
た
障
害
基
礎
年

金
に
は
子（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子

ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
級
・
二
級

の
障
が
い
状
態
に
あ
る
子
・
以
下

同
じ
）の
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
額
は
１
人
に
つ
き（
２
人
目
ま
で
）

22
万
６
，
３
０
０
円
で
す（
た
だ
し
３

人
目
か
ら
は
１
人
に
つ
き
７
万
５
，

４
０
０
円
と
な
り
ま
す
）。

◆
遺
族
基
礎
年
金

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
亡

く
な
っ
た
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た「
子
の
あ
る
妻
」ま
た
は「
子
」に

支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
子
が

１
人
の
妻
に
支
給
さ
れ
る
と
き
が

１
０
１
万
２
，
８
０
０
円
、
１
人

の
子
だ
け
に
支
給
さ
れ
る
と
き
が

78
万
６
，
５
０
０
円
で
す
。
ま
た
子

が
２
人
以
上
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
障
害
基
礎
年
金
と
同
様

の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
初
診
日
な
ど

（
障
害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、
遺

族
基
礎
年
金
で
は
死
亡
日
・
以
下
同

じ
）の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の「
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
間
」の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上

の
期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間

ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
で
あ
る
と
い
う「
保
険
料
の
納
付

要
件（
３
分
の
２
要
件
）」を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」は
、
原
則
と
し
て
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で

す
が
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間

や
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
老
齢
年
金
を

受
け
て
い
る
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
第
三
号
被

保
険
者
の
期
間
は「
保
険
料
を
納
め

た
期
間
」と
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た「
３
分
の
２
要
件
」を
満
た
せ
な

く
と
も
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65

歳
未
満
で
初
診
日
な
ど
が
あ
る
場

合
、
初
診
日
な
ど
の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
１
年
間
の
す
べ
て
の
期
間

が
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
良

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付

要
件
を
満
た
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
が
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配
な
方
や
国

民
年
金
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、
お

住
ま
い
の
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
の

窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
厚
生
年
金
の
加
入
者

　

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

は
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
‐
６
９
３
３
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町の人口・世帯数

男性　　5,214人（＋1）

女性　　5,573人（△７）

合計　  10,787人（△６）

世帯数　3,499世帯（△10）

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

（平成 24年９月１日現在）

　氏　名　　　   　   　 父 ・ 母 　行 政 区

中野　理沙　（ り さ ）　達 矢・奈緒美　本 町

遠藤　和樹　（かずき）　正 樹・真 弓　本 町

大方　庵慈　（あんじ）　和 久・芽久美　仲 町

先﨑　千夏　（ちなつ）　健 二・ 香 　小野赤沼

村上　隆太　（りゅうた）　信 隆・典 子　飯 豊 上

鈴木蒼太朗　（そうたろう）　善 也・恵 美　飯 豊 下

松下ひかり　 　 　和 史・あすか　飯 豊 下

先﨑　歩未   （あゆみ）  訓 由・栄 子　吉 野 辺

遠藤優武希　（ゆぶき）　武 典・幸 子　浮 金

大山明日香　（あすか）　 勇 ・智恵子　小野山神

（８月届出分）

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

大　山　キミヨ　　　　９２　　　　小野山神

（６月届出分）

佐　藤　廣　宣　　　　８６　　　　皮 籠 石

吉　田　與三郎　　　　８５　　　　小野山神

吉　田　キクイ　　　　８７　　　　南田原井

宗　方　秀　司　　　　３２　　　　上羽出庭

（７月届出分）

富　澤　マツコ　　　　８３　　　　荒 町

瀬　谷　亥太郎　　　　８９　　　　小野赤沼

坪　井　啓　三　　　　４８　　　　皮 籠 石

草　野　政　一　　　　７６　　　　飯 豊 下

志比奈　勝　明　　　　２７　　　　湯 沢

（８月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml 以下 0CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
シアン化物イオン
および塩化シアン 0.01mg/l 以下 <0.001mg/l

硝酸態窒素
および亜硝酸態窒素 10mg/l 以下 0.75mg/l

シスおよびトランス
-1,2- ジクロロエチレン 0.04mg/l 以下 <0.004mg/l

塩素酸 0.6mg/l 以下 0.09mg/l
クロロ酢酸 0.02mg/l 以下 <0.002mg/l
クロロホルム 0.06mg/l 以下 0.007mg/l
ジクロロ酢酸 0.04mg/l 以下 <0.004mg/l
ジブロモクロロメタン 0.1mg/l 以下 0.002mg/l
臭素酸 0.01mg/l 以下 <0.001mg/l
総トリハロメタン 0.1mg/l 以下 0.014mg/l
トリクロロ酢酸 0.2mg/l 以下 <0.02mg/l
ブロモジクロロメタン 0.03mg/l 0.005mg/l
ブロモホルム 0.09mg/l <0.001mg/l
ホルムアルデヒド 0.08mg/l <0.008mg/l
塩化物イオン 200mg/l 以下 8.6mg/l
蒸発残留物 500mg/l 以下 70mg/l
ジェオスミン 0.00001mg/l 以下 <0.000001mg/l

2- メチルイソボルネオール 0.00001mg/l 以下 <0.000001mg/l
有機物（TOC） 3mg/l 以下 0.8mg/l
PH値 5.8 ～ 8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 <0.1 度

問地域整備課　☎72-6936

８月に実施した水道水の水質検査の結果は次のとおりです。

上水道水質検査結果

おわびと訂正
　先月号17ページ「全国大会出場選手を激励」
の記事中、平成 24 年度全国高等学校総合体
育大会（ボート競技）に出場した選手の氏名
が「会田美里」さんとなっていましたが、正
しくは「会田里美」さんです。おわびして訂
正します。
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

オープンセレモニー（小野高校吹奏楽部）
小野高校吹奏楽部
小町さくら会（大正琴）
ビンゴ大会
ジャグリング（クラウンYAMA）
子どもフラダンスショー（フラダンスチーム‘ウラ’）
マイカー点検教室
チェンソーアート（福島県森林環境交付金事業）
小野町銘木後継樹里帰り
ふるさと小野町会（小野まち子歌謡ショー）
あじさいの会（大正琴）
お楽しみプレゼント抽選会

ビンゴ大会
ミニキャラクターショー
小町夢太鼓
農作物品評会表彰式
米の消費拡大推進ポスターコンクール表彰式
復興音楽祭
　・ひだまり職人（フジテレビ系列ハモネプリーグで全国大会出場）
　・エソラビト（ピアノボーカル・ギター・サックスの異色ユニット）
　・kaho*（ピアノ弾き語りシンガーソングライター）
　・越尾さくら（都内を中心に活動する福島県出身のシンガー）
お楽しみプレゼント抽選会

11月10日㊏　10:00-16:00
11月11日㊐　10:00-15:00
会場／小野運動公園
主催／小町ふれあいフェスタ実行委員会
共催／小野町・小野町教育委員会

10日㊏

11日㊐
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詳しくは、11月の折り込みチラシをご覧ください。
皆さんのお越しをお待ちしています。

問小町ふれあいフェスタ実行委員会（企画商工課内）
☎72-6938
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